
一
条
通
に
あ
る
津
別
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
家

の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
４
月
17
日
に
落
成
式
及
び

祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、
心
身
障
が
い
児
（
者
）

へ
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
育
成
と
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
52
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
11
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
、
障
が

い
児
を
預
か
る
「
日
中
一
時
支
援
事
業
」
や
手
作
り

パ
ン
の
製
造
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

落
成
式
で
、
新
鞍
忠
信
理
事
長
は
「
こ
の
家
を
拠

点
に
事
業
を
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
変
わ

ら
ぬ
、
ご
支
援

と
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

佐
藤
多
一
町
長

は
「
町
と
し
て

も
育
成
会
の
運

営
に
手
助
け
し

た
い
と
思
い
ま

す
」
と
祝
辞
を

述
べ
、
万
歳
三

唱
で
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。
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手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
家
が
完
成

完
成
を
記
念
し
、
落
成
式
が
行
わ
れ
る

交
通
事
故
死
を
ゼ
ロ
に

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
が
開
催

地
域
の
安
心
・
安
全
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
日
本
公
衆
電
話
会
（
前
川
二

郎
支
部
長
）
が
４
月
７
日
に
町
長
室
を

訪
れ
、
交
通
ル
ー
ル
が
記
載
さ
れ
た

「
子
ど
も
手
帳
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

子
ど
も
手
帳
は
、
町
内
の
小
学
４
年

生
以
上
に
配
布
さ
れ
、
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
は
何
に
気
を
付
け
た

ら
よ
い
か
を
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え

る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
安
全
に
通

学
で
き
る
地
図
を
自
分
で
作
成
す
る
安

全
マ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
贈
を
受
け
、
佐
藤
多
一
町
長
は

「
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
手
帳
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

安
心
・
安
全
な
子
ど
も
の
未
来
を

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る

防
犯
協
会
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

４
月
７
日
、
町
民
会
館
で
津
別
町
交

通
安
全
推
進
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
交
通
安
全
に
関
す
る
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
作
品
を
応
募

し
た
後
藤
隼
く
ん
、
柳
瀬
由
花
子
さ
ん

ら
10
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
佐
藤
多
一

町
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
「
町
内
に
お
け
る
死
亡

交
通
事
故
ゼ
ロ
日
運
動
」
は
、
本
年
１

月
14
日
に
『
３
０
０
日
』
を
達
成
し
、

目
標
を
新
た
に
『
５
０
０
日
』
と
定
め

運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。
そ
の

後
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
交

通
安
全
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

４
月
４
日
、
津
別
町
防
犯
協
会

（
佐
々
木
利
明
会
長
）
が
教
育
委
員
会

を
訪
れ
、
津
別
小
学
校
、
活
汲
小
学
校
、

本
岐
小
学
校
の
新
入
学
児
童
38
人
分
の

防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
平
成
13
年
度
か
ら
続
い
て

お
り
、
今
年
で
11
年
連
続
に
な
り
ま
す
。

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
防
犯
ブ
ザ
ー

「
ミ
オ
マ
モ
ル
ち
ゃ
ん
」
は
、
ス
ト
ラ

ッ
プ
を
引
く
と
大
音
量
の
ア
ラ
ー
ム
音

で
危
険
を
知
ら
せ
ま
す
。
佐
々
木
会
長

は
「
防
犯
ブ
ザ
ー
で
地
域
の
安
全
に
貢

献
し
た
い
で
す
」
と
話
し
、
寄
贈
を
受

け
た
阿
部
博
道
教
育
長
は
「
子
ど
も
達

の
安
全
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

３
月
19
日
、
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ

で
「
癒
し
の
空
間
・
春
を
待
つ
コ
ン
サ

ー
ト
」（
津
別
町
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
主
催
）
が
開
催
。
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

中
止
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
「
日
本
を

元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
主
催
者
側
の

想
い
か
ら
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

第
１
部
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ
つ
が
「
千

の
風
に
な
っ
て
」
を
含
む
３
曲
を
演
奏
。

そ
の
後
、
全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

金
子
健
治
さ
ん
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

奏
者
の
大
柴
拓
さ
ん
が
「
灰
色
の
鐘
」

や
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」
な
ど

の
曲
を
伴
奏
し
、
会
場
を
訪
れ
た
約
50

名
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

癒
し
の
空
間
・
春
を
待
つ
コ
ン
サ
ー
ト

美
し
い
音
色
で
観
衆
を
魅
了

新
た
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
津
別
町
多
目
的
活
動
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
４
月
３
日
、
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
１
１
３
名
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

津
別
町
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
津
別
町
第
５
次
総

合
計
画
の
第
１
歩
と
し
て
建
設
さ
れ
た
施
設
で
、
①
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
②
町
内
外
を
結
ぶ
交
流

セ
ン
タ
ー
③
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
④
工
房
展
開
支
援

セ
ン
タ
ー
⑤
計
画
の
推
進
管
理
機
構
の
５
つ
の
役
割
を
担

い
「
町
は
舞
台
、
町
民
が
主
役
」
の
理
念
を
具
現
化
す
る

中
核
施
設
と
な
り
ま
す
。

完
成
に
伴
い
、
佐
藤
多
一
町
長
は
「
総
合
計
画
の
１
歩

を
よ
う
や
く
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
の
施
設
を
拠
点
に
町
が
活
性
化

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
、
日
下
太
朗
道
議
会
議
員
、
武
田

準
一
郎
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
長
、
石
橋
崇
司
津
別
町

商
工
会
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
池
田
彰
北
見
信
用
金

庫
理
事
長
、
清
水
靖
則
清
水
建
設
㈱
代
表
取
締
役
、
鈴
木

敏
司
㈱
ア
ト
リ
エ
ア
ク
代
表
取
締
役
か
ら
寄
付
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、『
さ
ん
さ
ん
館
』
の
愛
称
を
応
募
し
た
簗
瀬
均

さ
ん
か
ら
は
「
津
別
町
民
の
皆
様
に
は
太
陽
の
よ
う
に
暖

か
く
、
前
向
き
に
、
日
本
一
輝
く
ふ
る
さ
と
を
築
け
る
よ

う
、
陰
な
が
ら
応
援
い
た
し
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
出
席
者
を
代
表
し
て
16
名
の
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
た
後
、
山
下
邦
昭
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
代
表
理
事

組
合
長
に
よ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
で
の
乾
杯
、
津
別

奈
々
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
大
正
琴
の
記
念
演
奏
会
で
施
設
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終
盤
に
は
、
津
別
産
の
食
材
を
使
っ
た
軽

食
試
食
会
、
施
設
の
概
要
説
明
、
古
見
彰
里
グ
ラ
ビ
ス
・

ア
ー
キ
テ
ク
ツ
㈱
代
表
取
締
役
よ
り
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム

の
説
明
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
セ
レ
モ
ニ

ー
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る

ラ
イ
ブ
中
継
が

行
わ
れ
、
全
世

界
に
配
信
さ
れ

ま
し
た
。

春の火災予防運動にあわせて、４月16日に

防火パレードが行われました。消防署前で行

われた出発式では、佐藤多一町長が「山火事

を始め、火災が起きないよう皆さんのご協力

をお願いします」と話し、本岐駐在所の高橋

雄一さんが「例年この時期になると、火災の

発生が多くなってきます。防火パレードを通

じて町民の皆さんに広く、火災予防の意識が

高揚することを期待します」とあいさつしま

した。

パレードでは、約100名が１時間程度町内

を練り歩き、火災予防について呼びかけを行

いました。

町
か
ら
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た

火の用心を呼びかける青葉幼稚園児

町の活動拠点施設「津別町多目的活動センター」

完成に伴い、オープンセレモニーが開催されました

４月１日にオープンした『津別町多目的活動センター』

オープンにあたり、代表者16名のテープカットが行われました

津別奈々サークルによる大正琴の記念演奏会


